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平成2233年年10月2222日日（土）
● 海の生きもきもの 名前の話話（（中央博物館 分分館館海の博物館・村田明久）
● ムムララの鍛冶屋のの考古考古学（房総の総のむむら・神野 信）

平成233年年11月2266日日（土）
● くらししをさをささえるサービスロボット（現代産業科学館・岩﨑正彦）
● 猿猿島島茶と水運（関宿城博物館・横山 仁）

いずれも13：30～15：30　千葉県立中央博物館・講堂にて
受講無料 定員200名　当日会場にて13：00より受付

masaki_miya
タイプライターテキスト
お問合せ：千葉県立中央博物館教育普及課 (043)265ｰ3776



平成23年度 千葉県立博物館文化セミナー平成23年度 千葉県立博物館文化セ ナセミナー「千葉学講座」「千葉学講座」のご案内のごご案内内

第１回　平成23年10月22日（土）
●13：30～14：30
演　題： 「海の生きもの　名前の話」
講演者： 村田　明久（県立中央博物館・分館海の博物館・上席研究員）
概　要： 日頃何気なく使っている生きものの名前には、色々な不思議が隠れています。「学名」って何？　「いそっぴ」は図鑑に載っていない？

タコノマクラ、ハリガネ、スベスベマンジュウガニ等々、海には楽しい名前の生きものもたくさんいます。この講座では、さまざまな海
の生きものの名前を紹介しながら、名前の秘密をのぞいてみます。

●14：30～15：30
演　題： 「ムラの鍛冶屋の考古学」
講演者： 神野　信（県立房総のむら・上席研究員）
概　要： 弥生時代、日本列島に鉄器が到来して以来、鉄器文化は急速に広まり、発展してきたとみられています。しかし、その実態が明らかにさ

れている訳ではありません。房総の集落遺跡（ムラ）に遺された鉄器をとおして、鉄器文化とは何か、資源とは何かを考えてみます。

第２回　平成23年11月26日（土）
●13：30～14：30
演　題： 「くらしをささえるサービスロボット」
講演者： 岩﨑　正彦（県立現代産業科学館・上席研究員）
概　要： 我が国は、世界トップクラスのロボット開発国です。これまでロボットの活躍の場は、自動車工場に象徴される製造業が中心でした。

しかし、近年、人の生活に喜びや楽しさ、快適さ、充実感などをもたらすことを目的としたサービスロボットの開発と実用化が進んでい
ます。そこで、私たちのくらしをささえるサービスロボットやその要素技術に焦点をあて紹介します。

●14：30～15：30
演　題： 「猿島茶と水運」
講演者： 横山　仁（県立関宿城博物館・上席研究員）
概　要： 江戸時代に関宿藩が治めていた猿島（さしま）地方では、猿島茶が特産物として栽培されていて、関宿藩にとって大きな収入源となっ

ていました。水運の発達とともに流通経路が拡大し、幕末には海外へ輸出されるまでに成長しました。江戸時代後期から明治時代を中
心に、猿島茶の歴史的背景を紹介しながら、猿島茶と水運との関わりについて解説します。

〈県立中央博物館のご案内〉
●住　　所　　〒260‒8682 千葉市中央区青葉町955‒2
●開館時間　　9：00～ 16：30（入館は16：00まで）
●ホームページ　　http://www.chiba-muse.or.jp/NATURAL/
●交通案内
•千葉駅（JR・京成線）東口7番乗り場から
　京成バス「大学病院」「大学病院・南矢作」行きで約15分。
「中央博物館」下車、徒歩7分。
•千葉駅（JR・京成線）東口2番乗り場から
　千葉中央バス「中央博物館」行きで約20分。
　終点「博物館・文化ホール」下車、徒歩1分。
•蘇我駅（JR）東口2番乗り場から
　小湊鐵道バス・千葉中央バス「大学病院」行きで約15分。
「中央博物館」下車、徒歩7分。
•千葉寺駅（京成千原線）から徒歩約20分。
（蘇我駅からのバスは千葉寺を経由します）。
•自動車では京葉道路松ヶ丘インターから約5分。
　中央博物館は「県立青葉の森公園」の中にあります。
　自動車でお越しの方は「青葉の森公園北口駐車場」をご利用ください。

◆会　　場 県立中央博物館　講堂
◆受 講 料 無　料
◆事業主体 千葉県立美術館／中央博物館・大利根分館・大多喜城分館・分館海の博物館／
 現代産業科学館／関宿城博物館／房総のむら（指定管理者㈶千葉県教育振興財団）
◆問い合せ 県立中央博物館　電話（043）265－3111

県立博物館の学芸職員による日頃の調査研究活動の成果を発表します
この講座を通じて、「ふるさと千葉」を再発見してください




